










































































ギリスにはRIBA（Royal Institute of British Architects）王立英国建築家協会という団体が、アメリカには
AIA（American Institute of Architects）米国建築家協会という団体がそれぞれ存在する。また建築家の世


































































































































































































































































































































































































































 ④ 標準業務量について、人・日から人・時間へ単位が変更された。社団法人日本建築士連合会の HPを参照
（http://www.kenchikushikai.or.jp/kanrenseido/gyomu-hoshukitei.html）。
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ちは T氏がグローバルな職能倫理を体得した「建築家」であるという事を知らない。それは、T氏の
「建築家は外国ではレベルが高い、でも日本ではすごく軽々しく扱われている」といった語りや「香川
県で国際標準の建築家を認定しようとしたら該当者がいなくなる」という語りからも分かるように、
グローバル志向の建築家という職能と、自分自身のローカルな実践としての建築設計活動の実態とが、
大きく乖離してしまっている現状がある。
　故に、彼が「建築家」足らんとするためには、下請け業務や施工業務などとの兼業をすることで生
計を立てる建築家たち、つまりローカルな実践の世界にのみ生きる者たちや、住宅のブランディング
を高め、クライアントに対する訴求効果の高いワードとして人口に膾炙し始めた意味での「建築家」
という名称を都合よく使う者たちから自らを卓越化／差別化することに「駆られ」てしまわざるを得
ない。
　T氏が「建築家に相応しくない」番組に出た建築家に対して「こんなん出る人建築家協会から外そ
うで」と述べているように、それはときとして、「同業他者」に対する斥力として作用する。そして、
彼が「（建築に対して）意識の高い」建築家仲間五人でチームを結成し独自に活動を行っている事例か
らも明らかなように、斥力は、同じ志向性を持った者を繋留する引力として反転する。
　このように「建築家」という職能の中に内在する「グローバル／ローカル」という大きな乖離は斥
力／引力という力が作用した磁場を発生させ、「地方」の建築業界を再編し続けている。
6.2　今も続く承認のための闘争
　日本における建築家の歴史は、そこに名を残す有名建築家の華々しい活躍や華麗な作品群の陰に隠
れてしまっているが、その職能の承認をめぐる闘争の歴史でもあった。戦前から建築家たちはその職
能を国家に承認させるための法律の制定を目指して、1920年から1940年まで12回にのぼる建築士法（今
でいう建築家法）の建議案を提出した。しかしそれは認められず、1950年になって建築基準法と建築
士法が定められたが、それは彼らの望んだ法律とはかけ離れたものだった。結局いまだに建築家＝
architectという職能は国家によって承認されるに至っておらず、一方で「建築家」の実像が社会的に
知られることもなく、「建築家像」だけが氾濫し、住宅消費のために動員されている状況にある。
　T氏の語りから垣間見られるのは、そうした状況の中で「建築家」であり、かつ「地方」で活動を
する上では、国際基準という「グローバル」なものへの志向を抱きつつも、「ローカル」に実践を行わ
なければならないというアポリアを生きる（生きなければならない）、という現実である。実際に、T
氏の聞き取りからも、建築家協会の活動を通じて、建築家の活動の広報と知名度の向上のために、建
築家協会の活動に精力的に参加したり、建築家としての職能を発揮することを第一義とするため、と
きに「割に合わない」仕事も引き受けたりしている実態が明らかになった。
　T氏は「地方」にありながら、日々のローカルな実践の中で、100年近い建築家の承認闘争の延長線
上にある活動を（誰に頼まれるでもなく）展開しているのである。
　こうした、乖離と矛盾を解消すべく苦闘する実践は、どのように考えればよいのだろうか。たとえ
ば、筆者のフィールドワークからは、「地方」は人口の絶対数こそ少ないが、地縁や血縁を生かしたク
ライアントの確保が大都市よりも容易なのではないかという仮説が想起される。クライアントの確保
の仕方と地縁血縁ネットワークとの関連に関する問いは次回以降の聞き取りにおいて問うつもりであ
る。加えて、大都市部で活動する建築家への聞き取りも実施し、比較調査をすることで、「地方」の現
実を逆照射する方法もあるだろう。今後の課題としたい。
79松村：地方で活動する建築家のリアリティへ
KG　社会学批評　創刊号［March 2012］
［参考文献］
国土交通省住宅局建築指導課建築技術研究会編、2008、『基本 建築基準関係法令集2008年度版』建築資料研究社。
JIA20年史編集会議編、2007、『建築家って』日刊建設通信新聞社。
